
 

令和５年度 高知県・高知市 知事・市長及び教育長連携会議 

 

 

高知県教育委員会 
 

説 明 資 料 

 

 

 

 

 
○学力向上の取組の成果と課題、今後の取組について（P1～） 

 

○不登校対策について（P17～） 

 

○保幼小連携・接続の取組について（P22） 
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全国学力・学習状況調査　正答数分布４階層＜R３-R５＞
※階層は、全国の四分位の区切りに基づいている。例：R5小国の場合【A層(12∼14問) B層(10∼11問) C層(8∼9問) D層(0∼7問)】

小学校 国語・算数

中学校 国語・数学
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R3～5　小学校国語（高知県）
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R3～5　小学校算数（高知県）
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R3～5　中学校国語（高知県）
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R3～5　中学校数学（高知県）

-2.5 -1.5 -2.2-0.6

-3.5

-2.5

-4.0 

-3.0 

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

R3 R4 R5

D層経年【小学校】
（全国値との差）

国語 算数

2.2
2.7

1.1

2.7

3.8

1.5

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

R3 R4 R5

D層経年【中学校】
（全国値との差）

国語 数学

14



学校
質問紙

（５５）
（６３）

学校
質問紙

（６３）
（７１）

ICTを活用した学習状況
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、児童（生徒）一人
一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度活用し
ましたか

児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、どの程
度家庭で利用できるようにしていますか

　　　【小学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　【中学校】

児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を「毎日持ち帰って、毎日利用させ
ている」と回答した学校の割合は、令和４年度と比較すると上昇したが、小学校9.2％、中学校
15.3％とともに全国より低くなっている。

　　　【小学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　【中学校】
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質問紙調査から見られる課題（英語）

学校における言語活動の実施状況は、全国と同様もしくは全国以上であり、生徒の受け止めも概ね良い。

しかし、英語に対する生徒の意欲や理解度は低く、乖離が見られる。

生徒へのフィードバック・評価が不十分なのではないか。生徒は、自分自身の英語力を把握しづらい状況が

あり、英語に対する自信が持てていないのではないか。

【学校の指導状況】 【生徒の受け止め】

日常的に英語に触れる機会の創出を学校組織全体で取り組むとともに、家庭学習を含め、デジタル技術を活用した

取組を推進していく必要がある。
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英語の授業以外にも、日常的に英語を使う機会があったか
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【生徒】英語の勉強は好きですか
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【生徒】英語の授業の内容はよく分かりますか

家庭学習の課題（宿題）として、PC・タブレットなどの ICT 機器を使用して、英語の学習をどの程度行ったか

4.1

4.8

6.1

9.2

23.5 

21.5

14.3

19.6

14.3

20.6

37.8 

24.2 

R5高知県

R5全国

3.2 

3.4 

4.2 

5.7 

9.6 

13.8 

7.4 

10.3 

10.5 

13.0 

60.9 

51.4 

R5高知県

R5全国

授業以外の取組状況

【学校の指導状況】 【生徒の受け止め】

学校における言語活動の取組状況
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【学校の指導状況】 【生徒の受け止め】
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1．小・中学校における不登校児童生徒数の推移　（高知県：公立学校・国：国公私立学校）

２．小学校における不登校児童数の推移　（高知県：公立学校・国：国公私立学校）

３．中学校における不登校生徒数の推移　（高知県：公立学校・国：国公私立学校）

 

高知県における不登校の状況について

人権教育・児童生徒課　

※下記の図の数値については、「高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査」及び「児童生徒の問題行
動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（文部科学省）によるものである。

16.9
18.8

20.5

25.721.1 22.4
25.4

31.1

30.3

0

5

10

15

20

25

30

35

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの不登校児童生徒数の推移

全国（小中） 高知県（小中）

単位：人

図１

8.1
9.0

9.9

13.19.9
10.5

12.0

14.2

12.9

0

2

4

6

8

10

12

14

16

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの新規不登校児童生徒数の推移

全国（小中） 高知県（小中）

単位：人

図２

7.0
8.3

10.0

13.0

8.1

10.3

11.8

15.0
15.3

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの不登校児童数の推移

全国（小） 高知県（小）

3.8
4.5

5.6

7.2

4.6

5.6
6.3

7.9 7.5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの新規不登校児童数の推移

全国（小） 高知県（小）

図４図３

単位：人

36.5 39.4 40.9
50.0

51.1 50.1 56.4
67.0

64.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの不登校生徒数の推移

全国（中） 高知県（中）

16.7
17.9 18.4

24.5

22.1 21.9
25.0 28.1

25.1

0

5

10

15

20

25

30

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

速報値

1,000人当たりの新規不登校生徒数の推移

全国（中） 高知県（中）

図５ 図６

資料１
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福祉部署や校種間連携による不登校の未然防止の成果 

１．A 市の 1,000 人当たりの不登校児童生徒数推移（比較対象 高知県：公立学校・国：国公私立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．A 市の 1,000 人当たりの新規不登校児童生徒数推移（比較対象 高知県：公立学校・国：国交私立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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３．B 市の 1,000 人当たりの不登校児童生徒数推移（比較対象 高知県：公立学校・国：国公私立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．B 市の 1,000 人当たりの新規不登校児童生徒数推移（比較対象 高知県：公立学校・国：国交私立学校） 
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Ｒ３→Ｒ５不登校事業配置校２２校の状況（７月末：10日以上の欠席）

Ｒ３
（７月末）

Ｒ４
（７月末）

Ｒ５
（７月末速報値）

Ｒ３
（７月末）

Ｒ４
（７月末）

Ｒ５
（７月末速報値）

1.01 2.57 3.30 0.34 0.86 1.22

0.87 0.64 0.41 0.00 0.21 0.00

0.52 0.40 0.78 0.26 0.13 0.78

1.88 4.88 0.40 1.13 1.22 0.40

0.86 0.00 0.00 0.86 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.67 0.96 1.63 0.33 0.32 0.98

0.35 1.13 0.00 0.18 0.19 0.00

2.65 2.51 1.39 0.29 1.57 1.04

0.99 2.06 1.81 0.99 0.59 0.15

0.75 1.32 0.00 0.38 0.75 0.00

0.84 1.12 1.11 0.40 0.35 0.57

1.03 1.70 0.82 0.51 0.68 0.20

0.92 1.36 1.00 0.45 0.49 0.43

0.99 1.06 0.48 0.40

-0.07 0.30 -0.03 0.09

4.06 5.34 4.26 1.22 1.44 0.78

5.26 3.36 3.57 1.00 1.03 0.27

4.31 3.69 5.44 0.86 1.17 0.73

6.13 7.03 7.88 0.77 2.34 0.00

5.04 5.29 2.81 1.86 1.11 0.28

7.75 6.62 4.41 0.70 0.00 0.00

5.24 5.30 4.46 1.83 1.45 1.41

5.11 5.12 5.99 0.73 1.40 0.69

8.14 9.76 5.26 2.33 0.00 0.53

7.68 9.57 10.24 3.07 1.88 2.17

3.92 2.27 8.12 0.84 0.00 2.03

5.01 4.89 4.59 1.21 1.29 0.62

6.09 6.55 7.85 1.78 1.08 1.49

5.40 5.49 5.78 1.42 1.21 0.93

5.49 5.27 1.55 1.18

-0.09 0.22 -0.14 0.03

不登校出現率（％） 新規不登校出現率（％）

a小学校

※b小学校

※c小学校

d小学校

※e小学校

f小学校

※g小学校

h小学校

※i小学校

※j小学校

※k小学校

高知市以外小計

高知市小計

配置校小計

県全体小計

県全体と配置校の差

※A中学校

※B中学校

※C中学校

※D中学校

E中学校

※F中学校

※G中学校

※H中学校

※I中学校

※J中学校

K中学校

【指定校の現在の取組状況】

○　多くの学校で、校区内の情報共有の方法や様式の統一、校内支援会の相互乗り入れなど、担当教員を中心に具体的な

　取組を行うための体制作りができてきている。

○　校区内の管理職同士で小中連携の在り方について定期的に協議し、取組の方向性を揃え、組織立った取組となるよ

　う意識の高まりが見られる学校が増えてきた。

○　指定校の取組を広げるため、所管する教育委員会が、校長会や教員研修を開催し、指定校の取組が域内全体に浸透

　するよう取り組む積極的な姿勢が見られる。

●　中学校において、小中連携の取組に対する理解や意識の高まり等、校種間差が見られた。

●　小中連携の取組の効果検証の方法について、具体的なイメージが固まっておらず、校区内で共有されていない学校

　も見られた。

※印は、昨年度まで不登校担当教員配置校サポート事業又は不登校支援推進プロジェクト事業の指定を受けていた学校

高
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資料３
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 高知県不登校児童生徒の多様な教育機会の確保に関する協議会について 

 

１ 協議会の趣旨 

教育機会確保法や国の不登校施策の方向性をふまえ、本県における不登校児

童生徒を学校や家庭、地域社会で支援する仕組みや多様な教育機会確保策につ

いて検討し、協議された内容については、本県の不登校施策等に反映させるもの。 

 

２ 委 員 

生徒指導提要改訂協力者会議副座長、大学教授、学校長、市町村教育委員会、

教育支援センター、フリースクール、NPO 等（９名） 

 

３ 協議の取りまとめ 

 ・協議会で出されたご意見等は、「第３期教育等の振興に関する施策の大綱」 

等に反映する。 

・協議会で出された意見等のうち、すぐに実施できるものは速やかに施策等に 

反映する。 

・協議会の最終取りまとめとして、「児童生徒の学校以外の場での学びを支援 

するためのガイドライン」を作成する。 

 

４ 今後２年間の協議会のスケジュール（予定） 

R5 第 1 回 

（６月） 

・本県の不登校の現状と施策 

・今後の不登校施策の方向性ついて 

第２回 

（８月） 

・今後の不登校施策の方向性ついて（第 1回の論点を整理

して協議） 

第３回 

（10 月） 

・心の教育センターのあり方について 

第４回 

（12 月） 

・不登校特例校の設置 

R6 第５回 

（６月） 

・教育支援センターの機能強化 

第６回 

（８月） 

・夜間中学や公民館・図書館等を活用した子どもの多様な

学びの場、居場所の確保 

第７回 

（10 月） 

・協議の取りまとめ、ガイドラインの作成① 

第８回 

（12 月） 

・協議の取りまとめ、ガイドラインの作成② 

※日程、内容等については変更となる場合があります。 

資料４ 
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高知県教育委員会事務局幼保支援課保幼小連携・接続の取組について

（保幼小連携・接続の重要性）

幼児教育＝｢遊び｣による総合的な指導

架け橋期
(年長児~小1）

幼児期（学びの芽生えの時期）
小学校教育＝教科等の学習を中心とした指導

児童期（自覚的な学びへと発展する時期）

子どもたちの成長を切れ目なく支えるため、調和のとれた教育を双方で展開することが必要

１．高知市・県の連携によるモデルづくり（R４～）

＝

｢幼児期の終わりまでに育ってほしい姿｣
①健康な心と体 ②自立心
③協同性
④道徳性・規範意識の芽生え
⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重
⑧数量や図形､標識や文字などへの関心･感覚
⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現

→これまでの保幼小連携・接続の取組は、行事を通じた交流などが中心となっており、子どもたちの資質・能力をつなぐカリキュラムの
編成・実施までには至っていない状況

→本県の教育課題を未然に防ぐ基盤を強化していくうえでは、就園児のほぼ半数を占める高知市との連携がきわめて重要

２．県内全域への普及に向けた取組（R5～）

◎市町村教育長会議での働きかけ（4月）
全国的な専門家(大豆生田啓友氏)による幼児期の教育の重要性に関する講演会を開催（すべての市町村保育主管課も参加)

◎取組手順例を活用した働きかけ（５月～）
モデル地区の取組を踏まえ､５段階からなる取組手順例を作成し、

各研修や個別訪問により働きかけ

・市町村教育長等訪問（いの町・四万十市・香南市）
・市町村主催研修での周知
（南国市、須崎市、土佐町、津野町、四万十町、三原村）

・教育センタ－主催の園長等管理職対象研修での周知
・関係団体を通じた周知

◎保育者・小学校教員対象の研修（４,７,８月）＜モデル地区の実践発表等＞

保育者305名、小学校教員56名、その他（保育主管課・学校関係者）38名 参加 （計 399名）

■取組手順例（概要）

成果

＜モデル地区の声＞
（年長児担任）
・他園の保育を知ることで、自園の年長児に経験させたいことが見えてきた。

（園長）
・送り出した子どもの入学後の育ちを知ることで自園の保育の振り返りになった。
・「学校ってめっちゃ楽しい」と報告に来た卒園児がいた。今までになかったこと。

（小1担任）
・年長児の園での経験を元に授業を発展させた。１年生は１から教えないといけない
と思っていたが、園での経験を元に子どもの意欲を大事にすることを学んだ。

（校長）
・教員の子どもたちを受け入れるスタンスが変わった。
・本年度の１年生は学校になじみが早く、すごく元気で欠席も少ない。

　　高知市内の１小学校区において、モデル的に｢架け橋期のカリキュラム｣づくりに取り組み、高知市と県の関係課が
　　連携して支援する新たな事業を開始　
　　文科省が全国19地域で展開する｢幼保小の架け橋プログラム事業｣を県が受託して実施。

小学校

私立幼保連携型認定こども園

私立幼稚園型認定こども園

公立保育所

公立保育所

教育委員会幼保支援課、教育センター､アドバイザー

県

教育委員会学校教育課
こども未来部保育幼稚園課

高知市

県市が連携して支援

・目指す子ども像の共有(例:主体的にチャレンジする子どもの育成)

・統一したカリキュラムの作成(目指す子ども像の実現に向けた､
　　子どもへの関わり方や指導上配慮すること等を月毎に記載した年間計画)

カリキュラム開発委員会（校長･園長･学識者・保護者等）

連絡会（小1・年長児担任等）

現行の年間指導計画や教育課程を互いに持ち寄り検討

　「めざす子供像」の実現に向け、０~12歳を一貫した教育でつなぐ

モデル地区

＝春野東小学校区(1校5園)

検討内容をカリキュラムへの反映

私立保育所

◎校長・園長、担任同士が、互いの教育内容を話し合うことで
１）「架け橋期のカリキュラム」が完成（R5からはカリキュラムに基づく実践・検証・改善を支援）
２）保育者・教員双方に様々な気づきが生まれ、実践に反映され、子どもの姿に還元される事例が現れてきている

５回開催(R4)

４回開催(R4)

→ 子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合うプロセスそのものに大きな価値

モデル地区に準じた取組（子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合い､一緒にカリキュラムを作る取組）普及に向けて

１ 市町村における意思決定

２ 園･校との合意の形成

３ 市町村による｢話し合い｣の体制整備

４ ｢子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合う｣取組開始
(1)校区内の｢めざす子ども像」を決める
(2)｢幼児期の終わりまでに～姿｣などを手掛かりに､育みたい力を共有する
(3)互いの教育内容を話し合う
(4)話し合いを踏まえてカリキュラムを一緒に作る

５ カリキュラムを実践・評価・改善する取組の定着

（上半期）

◎架け橋期カリキュラムシンポジウム（12/26）
・保育者･小学校教員･園長･校長･市町村職員等を幅広く対象として開催
・文科省幼児教育調査官による本県の取組を踏まえた講演、全国的な専門家(神長美津子氏)らによるパネルディスカッション等

◎保育者・小学校教員対象の研修（2月）

◎モデル地区の実践を収録したＤＶＤの作成･配付（3月）
カリキュラム作成から実践・改善に向けた話し合いの様子や実践を収録し､県内全園･小学校･市町村に配付し､モデル地区に準じ

た取組の開始を働きかけ

○地域の実情に応じた形で取組がスタート
いの町 ：｢いの町令和の教育ビジョン｣に基づき､幼児教育と義務教育をカリキュラムでつなげる取組をスタート
四万十市：０～18歳までを見通した子どもの育成方針｢四万十市保幼小中連携カリキュラム｣の策定作業を部局横断的にスタート
香南市 ：（R4年度より実施）保幼小中連携を強化し不登校対策を総合的に推進

○取組の検討がスタート（「架け橋期のカリキュラム」に関する研修の講師依頼が県教育委員会にあった市町村）
南国市、須崎市、土佐町、津野町、四万十町、三原村

県内各地の動き

高知市・県のさらなる連携強化を通じて、県内全域への普及の加速化をめざす

（下半期）

―２２－


